The Nature of the International Monetary Agreement --A Study of the Forming Process of the Tripartite Agreement-- by 横田, 綏子
Title国際通貨協定の本質をめぐって - 三国通貨協定成立過程の検討を通じて -
Author(s)横田, 綏子











公共投資と社会的割引率・・. -ーーー ・ーー - -羽 鳥 茂








安乗玲『朝鮮近代経済史研究』 中 村 哲 124
昭和52年7・8月
束郡大号経持号盲


















































ユ〉 今宮謙二「現代資本主義と国際通貨体制」昭和17年. 16~ ジ。 r現代国際金融の棋晶」昭f日
51年， 9-2ヲへシ9



























勾 d野一 自民国際金融，信用理論研究会編「信用理論体系mJ昭和'1年.327-379ベ ター



























3) 桑野仁， ドル防衛。限界と切下げの意味， r経情評論」昭和43年3月， 14ヘージ。


























4) 同， r国際金融論 l昭和46年， 242-243ぺ-:/'， 10ベー ν。
























5) A. W. Crawford， M由 wta門 Managぢmentunder The New Deal， 1940， p.278 
6) ]. M. Blum， Fro四 TheM町genthauDiaries， 1959. p. 168.こD書物はモー ゲγ ソー の
日記そのものでな<，ブラムにより編集されたもDであるから当然彼の主観が入るが，彼自身で
きるだけ主観をまじえないようにし疑わしい個所についてはモー ケdンソー に直接たずねてただし J
支介全体についてもそー ゲンソ一向身了承を与えており，当時の米当局の考えを探るものとして
はかなり信頼がおけると思われる.





















見解が一般的なも O~-( あると忠われるがeh その要点は， 次の三つにまとめら
れるだろう。①為替安定にかんす与国際的協力体制が前進したこと。すなわち，
競争的為替切下げは行うべきでないこと。一定の幅をもってではあるが，特定
7) League of Nations， 11lternational Cu門官ncyEJゆerience，1944， pp. 146-147，小島清村
野孝訳「国際週貰JilI<訳版，昭和31年， 224-225ページ。
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出所;L. of N.， World Production and Pn日 s1986/37， 1937， p. 47 
第 2表世界貿易(額〉の変化 1929=100 
輸 入 産自 出
1932 1935 1936 1932 1935 1936 
イ守ヱリ A 42.1 37.7 42.9 36.0 34.9 365 
アメ リ カ 305 27.7 33.0 30.6 25.7 27.7 
フ ラ γ ス 51.3 36.0 39.5 39.4 30.0 27.9 
世 界 39.2 34.4 36.8 39.0 35.0 38.0 
出所;L. of N.， Rι"叩ザ WorldTrade 1936唱 p.26
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出所;L. of N.， Statistical Year-B田 k1937/38， pp. 236-238 
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191 大聴者「調査月報」第2"巻9号，昭和11年9月， 135-153"-:': 片岡， 部巻12.号，昭和11年12
月， 1-6へジ。



























22) Blはm，o.ρ cit. pp. 129-130 
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第 5表 ~{j訓告と為待相場の動き
叶金価格|一(馳ドル~ 1年月日|創価格|為削仰向)
世ンドン市 イギりス フフンス Y イギリス プラ γス
(場週末値 )(1YVHY)|(17 ラソ~ 1 1 (品週品市)1(;ゾヴJf17ラソ)
1935 1/5 34.88 4.931 0.06628 24 34.85 4.976 0.06629 
12 91 915 06618 31 81 971 06614 
19 59 868 06529 9/7 78 945 06597 
26 63 877 14 k 940 06591 
2/2 42 861 口5533 21 77 931 06590 
9 68 883 06569 28 " 923 06593 
16 76 877 06590 10/5 k 900 06587 
23 86 880 06614 12 78 9日6 06591 
3/2 35.06 823 06647 19 ア7 913 06592 
9 29 758 06666 26 79 917 日6593
16 02 773 06634 11/2 " 918 06591 
28 34.96 821 06606 9 ノ 923 06589 
30 73 815 口6590 16 81 922 06588 
4/6 86 826 06596 23 83 928 06587 
18 89 839 06603 30 86 935 06594 
20 83 859. 06596 12メ7 77 930 06599 
27 90 829 口6606 14 78 929 06608 
5/4 92 831 06610 21 ノ " 06610 
11 83 851 日6592 28 77 933 06589 
18 82 895 06589 19361/4 82 930 06609 
25 99 937 06590 11 88 955 06620 
6/1 日8 934 日5596 18 97 966 06628 
8 91 944 日6607 25 35.04 984 06637 
15 82 932 06608 2/1 19 996 06668 
81 934 06611 8 32 5.024 06601 
90 945 日5631 15 23 4.999 06668 
91 948 06623 22 却 989 06676 
95 969 日6632 29 21 993 06678 
" 961 口6636 3/7 " 991 06666 27 63 960 06618 14 08 976 06641 
8/3 日7 959 06624 21 日3 968 06633 
88 964 06626 28 34.90 954 日6604
90 974 06638 4/4 84 957 06598 
86 (86) 第120巷第1・2号
11 34.83 4.948 0.06595 22 34.78 031 0.06586 
18 81 942 06593 29 dシ D30 06586 
25 79 937 06587 9/5 " 034 06587 
5/2 77 939 06586 12 79 056 06584 
9 94 974 06585 19 80 063 か
16 86 970 06591 26 78 4.991 05792 
23 78 974 06585 10/3 77 官44 05205 
30 80 994 06584 10 1 909 04674 
6/6 " 5.018 ノ/ 17 80 896 04663 
13 83 011 口6594 24 77 890 04638 
20 " 028 06593 31 79 892 04651 27 80 022 06620 11/7 76 883 04635 
7/4 87 7/3日23 06631 1.4 79 dケ 04642 
11 88 024 06621 21 77 890 04650 
18 90 日29 日6624 28 。 901 01658 
25 85 024 日6617 12/5 " 906 04665 
8/1 82 。18 06600 12 78 903 04663 
8 77 027 06591 19 76 、 911 01671 
15 78 026 06587 











23) Ibid.， p. 272 
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25) lbid.， p. 135 























させることが予想された。 1936年 3月のヒトヲ のラインランド進撃につつい
てフランス資本の国外逃亡が再び始まった。 4月には，アメリカは，速からず
26) lbid.， p.142. 
27) イギリス忙 1す γス35ドルで，直接財務省と金売買を行わせるべきだ。そうすればイギリス
比フランが流出するような場合には安定しているドルに対してポンドを官理できる」とL、う進
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29) lbid.， p. 145 
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30) lbid.， pp. 160~162 
31) lbid.， p. 163 
32) lhid.. p. 170 


























-33) lbid.， pp. 179-1別〕




I 1悶 119291193011931 11932 11933 1931 I 1蜘 l附
百両 品 130345r 842 782 333 478 236 33 
銀 19: 19 11 ← 2 41 -91 -396 -114 
利子・配当 6471 652 581 454 
S3U72 8 
301 366 298 
その他サービス 6761 -727 -639 -610 -347 %2 -435 
経常勘定 1，027 786 735 175 159 10 341 -156 218 
企 1事 動 272 120 -278 176 -11 17 -1，178 -1，720 -1，1471 
長期資本移動 817 -278 194 225 77 ヌ00 436 777 
短期資本移動 -348 -4 637 -446 -419 222 1，072 431 
資本移動 443 -221 -342 422 1，508 1，208: 
合計(誤差脱潟〕 1041 384 -92 -73 61 41fi -368 157 















94 (94) 第 120巻第1・2号
第 7表世界金準備総額中の協定参加国の割合
.~ーごい四 I 19担い935I 1936 I 1937 I 1蜘
ア メ り カ 38 35 47 51 5号 58 
フ フ y ス 16 28 2日 14 11 10 
イ ギ り ス 7 5 8 12 12 11 
ベルギ-ースイス・オランダ 4 11 7 8 9 9 
合 計 (除ソビエト) 100 100 100 1001) 100 100 
注1);1936年以桂はスベイ γも含まない



















34)B1um， op. cit.， p.217 























































36) L. of N" lnternational口trrencyExperi叫 ce.p. 191:1.邦訳，前掲畜.304ベジ。










時の 1ポンド =105フランから179フラシヘ切下げ) まで動揺を続行， それに伴う金
流出が続き，一方アメリカは着実に金準備を増大した。(第7表)したがって，
為替安定といっても，実際は， ドル対ポンドのレートを規整することに主たる
目標がおかれたのであったが叩. 1938年に入ると，ポンドも低落を〈いとめる
ことができず， トソレを基軸とする為替安定機構の性格をいっそう強めた。しか
し. 1939年の第二次大戦勃発とともに，各国の為替管理が強化され，加盟j国が
相主に為替相場に介入することを内容とする三国通貨協定は，事実上消滅した
のであった。短命な，まさに戦争と戦争との聞の息ねきとしての三国通貨協定
は，だが上述のような意味で，戦後の IMF体制の先駆形態であると同時に，
その成立条件を創出するとし、う独特の意義をもつものといえよう。
(1977.1. 30脱稿〉
37) Ibid.， p.131男liR.202ペジ@
